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信州

社会福祉法人 長野県社会福祉協議会

よっ！ 新風人

みんなで取り組む地域共生・信州
県社協紹介

県社協情報局
おらほの縁パワー活動!
よっ!新風人・今月の逸品・ざわめくアート
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4

報
情
シ
オ
チ
イ
の
ら
か
協
社
県　

て
し
生
発
ず
必
年
毎
で
か
こ
ど
の
島
列
本
日

な
き
で
測
予
か
る
す
生
発
つ
い。
害
災
然
自
る
い

事
護
介・
祉
福
や
協
社
の
地
各、
し
対
に
害
災
い

ま
い
て
れ
ら
め
求
が
え
備
の
ら
か
時
平
も
で
所
業

？
は
と
矢
の
本
三

の
め
た
の
援
支
者
慮
配
要
時
害
災

1

2

害
災、
援
支
者
慮
配
要
の
時
害
災
は
で
会
本。
す

N
P
O

被
る
よ
に
等

、
け
付
置
位
と」
矢
の
本
三
「を
動
活
援
支
地
災

　

ど
な、
者
い
が
障、
者
齢
高、
時
生
発
害
災

を
活
生
の
方
る
れ
わ
い
と」
者
慮
配
要
時
害
災
「

。
す
ま
り
な
と
題
課
が
か
る
え
支
う
ど

　

０
５
６
べ
延、
在
現
末
月
３
年
昨
は
で
内
県

。
す
ま
い
て
れ
さ
定
指
が
所
難
避
祉
福
の
所
箇

そ
①、
は
に
る
す
営
運
に
効
有
を
所
難
避
祉
福

把
め
じ
か
ら
あ
を
者
慮
配
要
時
害
災
の
域
地
の

民
住
を
割
役
と
在
存
の
所
難
避
祉
福
②、
し
握

ス
る
き
で
営
運
を
所
難
避
祉
福
③、
し
知
周
に

。
す
ま
れ
ら
め
求
が
等、
と
こ
く
お
て
し
保
確
を

　

定
指
に
所
難
避
祉
福
が
所
業
事
護
介・
祉
福

祉
福、
が
ん
せ
ま
り
あ
く
な
少
も
と
こ
る
れ
さ

う
よ
の
ど、
で
け
だ
た
れ
さ
定
指
「は
ら
か
場
現

め
始
も
討
検、
く
な
も
示
指
か
の
る
す
営
運
に

な
ら
知、
体
自
と
こ
た
れ
さ
定
指
「」
い
な
い
て

と
こ
る
れ
か
聞
が
声
の
ど
な」
い
多
が
員
職
い

。
す
ま
り
あ
も

　

成
平
は
で
会
本、
中
な
ん
そ

28

、
ら
か
度
年

門
専
祉
福、
体
団
所
業
事
護
介・
祉
福
の
内
県

。
す
ま
い
て
し
討
検
を
げ
上
立
の」
織
組
ク

　

祉
福、
う
よ
る
き
で
能
機
が
所
難
避
祉
福
定
指

行
を
り
く
づ
み
組
仕
の
援
支
互
相
で
間
所
業
事

ま
を
項
事
案
提
の
へ
村
町
市
や
県、
や
と
こ
う

。
す
ま
れ
さ
待
期
が
割
役
く
い
て
め
と

　

時
害
災、
て
し
と
体
母
を
織
組
の
こ、
た
ま

や
護
介
い
な
せ
か
欠
に
め
た
の
援
支
者
慮
配
要

る
す
整
調
を
者
援
支
職
門
専
ど
な
援
支
談
相

。
す
ま
い
て
し
討
検
を

　

成
平、
て
し
力
協
と
体
団
係
関
は
で
会
本

30

。
す
ま
い
て
し
指
目
を
げ
上
ち

」
矢
の
本
三
「る
え
備
に
害
災
模
規
大

大規模災害　長野県社協の３つの備え

「災害福祉ネットワーク組織」が目指すもの（長野県社協作成）

「長野県災害ふくしチーム」立ち上げに向け、関係者と協議しました
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の
と
等
体
団
域
地・
Ｏ
Ｐ
Ｎ・
業
企

動
活
援
支
地
災
被
る
よ
に
携
連

割
役
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｄ
る
す
援
支
を
げ
上

4

携
連
の
と
政
行
県

5

3
　

害
災、
は
で
画
計
災
防
域
地
の
体
治
自
各

。
す
ま
し
要
を
力
労
な
変
大
は
と
こ
る
げ
上

げ
上
ち
立
な
滑
円、
し
遣
派
へ
協
社
地
災
被

害
災
員
職
協
社
内
県
野
長
「、
め
た
る
め
進
を

D
S
A
T
」）ＤＳＡＴスタッフ各階層別に求められるスキル・経験(長野県社協作成)

「災害時の連携を考える長野県フォーラム」では参加者が互いに知り合うこ
とを目的に情報交換を行いました

割
役
な
主
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｄ。
た
し
ま
し
成
結
を

　

で
ま
日
翌
災
発
①、
は
れ
流
の
で
ま
遣
派

の
況
状
害
被、
り
入
へ
協
社
村
町
市
災
被
に

ン
ラ
ボ
害
災、
し
遣
派
へ
協
社
村
町
市
災
被

の
も
う
い
と、
る
め
進
を
動
活
の
め
た
の
握
把

。
す
で

　
年
3

、
り
よ
に
導
指
の
氏
子
紀
布
井
石
の
事
理
表
代

研
き
続
き
引、
う
よ
る
な
と
術
技・
識
知
の
上

。
す
ま
し
施
実
を
修

　

Ｇ
Ｎ
、
Ｏ
Ｐ
Ｎ
、
て
経
を
災
震
大
本
日
東

を
力
織
組、
が
体
団
間
民
な
様
多
の
ど
な
Ｏ

に
う
よ
む
組
り
取
に
援
支
地
災
被
た
し
か
活

　

の
へ
業
生
や
業
農、
援
支
の
へ
者
難
避
る
あ
の

の
体
団
各、
に
ど
な
援
支
り
く
づ
ち
ま、
援
支

い
て
れ
さ
開
展
が
援
支
た
し
か
活
を
性
門
専

。
す
ま

　

ん
積
を
験
経、
は
に
際
の
震
地
本
熊、
た
ま

。
す
ま
い
て
れ
さ
告

　

う
よ
の
こ、
合
場
た
し
生
発
が
害
災
模
規
大

村
町
市、
う
よ
る
せ
か
活
を
力
の
体
団
間
民
な

体
団
な
様
多、
や
備
整
の
制
体
援
受
る
け
お
に

。
す
で
題
課
が
り

　

組
同
協
活
生
県
野
長
は
で
会
本、
月
１
年
今

野
長
る
え
考
を
携
連
の
時
害
災
「、
り
よ
に
催

、
体
団
益
公、
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ、
業
企
の
内
県。
た

ど
な
者
係
関
政
行
て
し
そ、
者
係
関
災
防

90
団に

携
連
の
時
害
災、
し
加
参
が
名
０
０
２
約
体

と
こ」
う
合
り
知
を
い
互
お
「は
ず
ま、
て
け
向

。
た
し
ま
び
学
も
向
動

　

定
想
を
生
発
害
災
模
規
大
の
で
内
県、
後
今

現、
や
画
計
災
防
の
村
町
市
や
県、
は
で
会
本

計
援
受
域
広
「る
い
て
め
進
を
定
策
が
県、
在

援
支
祉
福
害
災
の
こ、
し
画
参
に
定
策
の」
画

よ
る
す
能
機
に
効
有
が
え
備
の
つ
３
る
わ
関
に

き
引、
ら
が
な
し
携
連
も
と
体
団
各
や
県、
う

。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
き
続

改 住民支え合い活動支援事業
　・新しい地域支援事業の活用、連携
改 地域福祉コーディネーターの養成
○ 市町村社協職員の育成支援
○ 多種多様なボランティア活動への支援

平成30年度 長野県社協 重点事業

住民主体の地域福祉

新 地域共生社会推進事業
　・包括的支援体制構築モデル事業
○ まいさぽを核とする総合相談の充実
　・相談員、包括化推進員の研修事業
○ 総合的な権利擁護の推進

包括支援プラットホームづくり

改 福祉人材確保・養成・研修事業
　・｢認証・評価制度｣｢保育士人材バンク」の普及
　・大学との連携による新たな層へのPR
改 研修共同サイトによるキャリア形成支援

福祉人材の確保、養成

○ 県地域福祉支援計画策定への参画
○ 社会福祉法人の公益事業の推進
○ 災害福祉広域支援ネットワーク事業

公益事業・協働事業

みんなで取り組む
地域共生・信州

　地域共生社会の実現を目指して改正された社会福祉法が、平成30年4月に施行されました。
　長野県社協では、今年度「みんなで取り組む　地域共生・信州」をテーマに、住民主
体の福祉コミュニティづくりと専門的支援のネットワークづくりを推進するためモデ
ル事業や人材養成に取り組みます。
　また、福祉関係者による公益事業や協働事業を活発化して、農業、観光、
住宅分野など、多様な分野と連携しながら、誰もが自分らしくそして共に
支えあえる福祉社会の実現を目指して事業を推進します。

平成30年度 長野県社協 重点事業

改 新

改

改

改

みんなで取り組む 地域共生・信州

目
標
１

住
民
主
体
の
地
域
福
祉

〜
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
と
基
盤
づ
く
り
の
推
進
〜

「
み
ん
な
で
取
り
組
む　
地
域
共
生
・
信

州
」
を
目
指
し
て
、
多
様
な
関
係
者
と
連
携

し
て
、
住
民
支
え
合
い
活
動
や
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を

振
興
し
住
民
活
動
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
①

住
民
支
え
合
い
活
動
の
一
層
の
推
進

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
な
ど
各
福
祉

分
野
の
施
策
を
活
か
し
な
が
ら
、
各
市
町
村

の
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
②

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
の

再
編ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
地
域
福

祉
専
門
職
の
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
③

市
町
村
社
協
職
員
の
育
成
支
援
の
充
実

市
町
村
社
協
職
員
の
研
修
や
ブ
ロ
ッ
ク
社

協
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
④

多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

支
援

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
軽
井

沢
２
０
１
８
」
の
開
催
等
を
支
援
し
ま
す
。

目
標
２

包
括
支
援
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
づ
く
り

〜
地
域
を
基
盤
と
す
る
総
合
相
談
・

生
活
支
援
の
推
進
〜

各
種
相
談
事
業
の
充
実
、
総
合
化
や
や
新

た
な
相
談
資
源
の
開
発
と
あ
わ
せ
て
、
市
町

村
に
お
け
る
包
括
支
援
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

モ
デ
ル
づ
く
り
に
と
り
み
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
①

地
域
共
生
社
会
推
進
事
業

モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
、
相
談
支
援
包
括

化
推
進
会
議
を
実
施
す
る
な
ど
、
包
括
支
援

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
②

ま
い
さ
ぽ
を
核
と
す
る
総
合
相
談
の
充

実
自
立
相
談
支
援
や
家
計
相
談
支
援
、
ま
い

さ
ぽ
出
張
相
談
所
の
充
実
を
図
り
、
地
域
で

の
就
労
や
居
場
所
づ
く
り
も
支
援
し
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
③

総
合
的
な
権
利
擁
護
の
推
進

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
担
い
手
の
拡

大
や
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
に
基
づ

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
　
地
域
共
生
・

信
州
」
を
目
指
し
て
、
多
様
な
関
係
者
と

連
携
し
て
、
住
民
支
え
合
い
活
動
や
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
を
振
興
し
住
民
活
動
の
基
盤
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

各
種
相
談
事
業
の
充
実
、
総
合
化
や
新

た
な
相
談
資
源
の
開
発
と
あ
わ
せ
て
、
市

町
村
に
お
け
る
包
括
支
援
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
モ
デ
ル
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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進
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括
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援
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地
域
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基
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と
す
る
総
合
相
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活
支
援
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進
〜

目
標
１

目
標
２

重
点
テ
ー
マ
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重
点
テ
ー
マ
①

重
点
テ
ー
マ
②

重
点
テ
ー
マ
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重
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マ
③

重
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重
点
テ
ー
マ
④
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や
と
こ
う

。
す
ま
れ
さ
待
期
が
割
役
く
い
て
め
と

　

時
害
災、
て
し
と
体
母
を
織
組
の
こ、
た
ま

や
護
介
い
な
せ
か
欠
に
め
た
の
援
支
者
慮
配
要

る
す
整
調
を
者
援
支
職
門
専
ど
な
援
支
談
相

。
す
ま
い
て
し
討
検
を

　

成
平、
て
し
力
協
と
体
団
係
関
は
で
会
本

30

。
す
ま
い
て
し
指
目
を
げ
上
ち

」
矢
の
本
三
「る
え
備
に
害
災
模
規
大

大規模災害　長野県社協の３つの備え

「災害福祉ネットワーク組織」が目指すもの（長野県社協作成）

「長野県災害ふくしチーム」立ち上げに向け、関係者と協議しました
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の
と
等
体
団
域
地・
Ｏ
Ｐ
Ｎ・
業
企

動
活
援
支
地
災
被
る
よ
に
携
連

割
役
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｄ
る
す
援
支
を
げ
上

4

携
連
の
と
政
行
県

5

3
　

害
災、
は
で
画
計
災
防
域
地
の
体
治
自
各

。
す
ま
し
要
を
力
労
な
変
大
は
と
こ
る
げ
上

げ
上
ち
立
な
滑
円、
し
遣
派
へ
協
社
地
災
被

害
災
員
職
協
社
内
県
野
長
「、
め
た
る
め
進
を

D
S
A
T
」）ＤＳＡＴスタッフ各階層別に求められるスキル・経験(長野県社協作成)

「災害時の連携を考える長野県フォーラム」では参加者が互いに知り合うこ
とを目的に情報交換を行いました

割
役
な
主
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｄ。
た
し
ま
し
成
結
を

　

で
ま
日
翌
災
発
①、
は
れ
流
の
で
ま
遣
派

の
況
状
害
被、
り
入
へ
協
社
村
町
市
災
被
に

ン
ラ
ボ
害
災、
し
遣
派
へ
協
社
村
町
市
災
被

の
も
う
い
と、
る
め
進
を
動
活
の
め
た
の
握
把

。
す
で

　
年
3

、
り
よ
に
導
指
の
氏
子
紀
布
井
石
の
事
理
表
代

研
き
続
き
引、
う
よ
る
な
と
術
技・
識
知
の
上

。
す
ま
し
施
実
を
修

　

Ｇ
Ｎ
、
Ｏ
Ｐ
Ｎ
、
て
経
を
災
震
大
本
日
東

を
力
織
組、
が
体
団
間
民
な
様
多
の
ど
な
Ｏ

に
う
よ
む
組
り
取
に
援
支
地
災
被
た
し
か
活

　

の
へ
業
生
や
業
農、
援
支
の
へ
者
難
避
る
あ
の

の
体
団
各、
に
ど
な
援
支
り
く
づ
ち
ま、
援
支

い
て
れ
さ
開
展
が
援
支
た
し
か
活
を
性
門
専

。
す
ま

　

ん
積
を
験
経、
は
に
際
の
震
地
本
熊、
た
ま

。
す
ま
い
て
れ
さ
告

　

う
よ
の
こ、
合
場
た
し
生
発
が
害
災
模
規
大

村
町
市、
う
よ
る
せ
か
活
を
力
の
体
団
間
民
な

体
団
な
様
多、
や
備
整
の
制
体
援
受
る
け
お
に

。
す
で
題
課
が
り

　

組
同
協
活
生
県
野
長
は
で
会
本、
月
１
年
今

野
長
る
え
考
を
携
連
の
時
害
災
「、
り
よ
に
催

、
体
団
益
公、
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ、
業
企
の
内
県。
た

ど
な
者
係
関
政
行
て
し
そ、
者
係
関
災
防

90
団に

携
連
の
時
害
災、
し
加
参
が
名
０
０
２
約
体

と
こ」
う
合
り
知
を
い
互
お
「は
ず
ま、
て
け
向

。
た
し
ま
び
学
も
向
動

　

定
想
を
生
発
害
災
模
規
大
の
で
内
県、
後
今

現、
や
画
計
災
防
の
村
町
市
や
県、
は
で
会
本

計
援
受
域
広
「る
い
て
め
進
を
定
策
が
県、
在

援
支
祉
福
害
災
の
こ、
し
画
参
に
定
策
の」
画

よ
る
す
能
機
に
効
有
が
え
備
の
つ
３
る
わ
関
に

き
引、
ら
が
な
し
携
連
も
と
体
団
各
や
県、
う

。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
き
続

改 住民支え合い活動支援事業
　・新しい地域支援事業の活用、連携
改 地域福祉コーディネーターの養成
○ 市町村社協職員の育成支援
○ 多種多様なボランティア活動への支援

平成30年度 長野県社協 重点事業

住民主体の地域福祉

新 地域共生社会推進事業
　・包括的支援体制構築モデル事業
○ まいさぽを核とする総合相談の充実
　・相談員、包括化推進員の研修事業
○ 総合的な権利擁護の推進

包括支援プラットホームづくり

改 福祉人材確保・養成・研修事業
　・｢認証・評価制度｣｢保育士人材バンク」の普及
　・大学との連携による新たな層へのPR
改 研修共同サイトによるキャリア形成支援

福祉人材の確保、養成

○ 県地域福祉支援計画策定への参画
○ 社会福祉法人の公益事業の推進
○ 災害福祉広域支援ネットワーク事業

公益事業・協働事業

みんなで取り組む
地域共生・信州

　地域共生社会の実現を目指して改正された社会福祉法が、平成30年4月に施行されました。
　長野県社協では、今年度「みんなで取り組む　地域共生・信州」をテーマに、住民主
体の福祉コミュニティづくりと専門的支援のネットワークづくりを推進するためモデ
ル事業や人材養成に取り組みます。
　また、福祉関係者による公益事業や協働事業を活発化して、農業、観光、
住宅分野など、多様な分野と連携しながら、誰もが自分らしくそして共に
支えあえる福祉社会の実現を目指して事業を推進します。

平成30年度 長野県社協 重点事業

改 新

改

改

改

みんなで取り組む 地域共生・信州

い
た
権
利
擁
護
体
制
の
強
化
を
推
進
し
ま

す
。目

標
３

福
祉
人
材
の
確
保
、
養
成

〜
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
確

保
・
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
〜

厳
し
い
求
人
状
況
が
続
く
な
か
で
、
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

中
核
に
多
面
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
福
祉
職
員
生
涯
研
修
、
介
護
支
援
専

門
員
研
修
を
体
系
的
・
効
果
的
に
行
い
、
人

材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
支
援
を
図
り
ま

重
点
テ
ー
マ
①

「
認
証
・
評
価
制
度
」「
保
育
士
人
材
バ

ン
ク
」の
普
及

信
州
福
祉
事
業
所
認
証
・
評
価
制
度
（
略

称
：
信
州
ふ
く
に
ん
）
や
、
保
育
士
人
材
バ

ン
ク
な
ど
の
取
組
み
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
②

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
事
業

県
内
大
学
等
と
連
携
を
図
り
、
福
祉
系
以

外
の
大
学
生
も
含
め
た
新
た
な
層
に
福
祉
・

介
護
分
野
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
③

福
祉
研
修
共
同
サ
イ
ト
の
充
実
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

研
修
情
報
の
発
信
の
充
実
や
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
普
及
を
図
り
、
組
織
人
・
専
門
職
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
ま
す
。

目
標
４

公
益
事
業
、
協
働
事
業
の　
推
進

地
域
共
生
・
信
州
を
実
現
す
る
原
動
力
と

な
る
べ
く
、
県
的
福
祉
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
を
図
り
、
公
益
事
業
、
協
働
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
①

長
野
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
策
定
へ
の

参
画県

の
計
画
策
定
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、

各
市
町
村
で
の
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
・
改

定
の
機
運
醸
成
に
努
め
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
②

社
会
福
祉
法
人
の
公
益
事
業
の
推
進

県
域
や
市
町
村
域
で
、
社
協
と
社
会
福
祉

法
人
の
連
携
に
よ
る
公
益
事
業
等
を
推
進
し

ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
③

災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
福
祉
避
難
所
な
ど
、
災
害
時
の
福
祉
支
援

の
推
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
関
係
団
体
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

地
域
共
生
・
信
州
を
実
現
す
る
原
動

力
と
な
る
べ
く
、
県
的
福
祉
団
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
図
り
、
公
益
事

業
、
協
働
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

厳
し
い
求
人
状
況
が
続
く
な
か
で
、

福
祉
・
介
護
人
材
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
を
中
核
に
多
面
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
職
員
生
涯
研

修
、
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を
体
系

的
・
効
果
的
に
行
い
、
人
材
の
確
保
・

定
着
・
育
成
支
援
を
図
り
ま
す
。

　
公
益
事
業
、協
働
事
業
の

推
進

　
福
祉
人
材
の
確
保
、養
成

〜
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材

確
保
・
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
〜

目
標
４

目
標
３

重
点
テ
ー
マ
①

重
点
テ
ー
マ
①

重
点
テ
ー
マ
②

重
点
テ
ー
マ
②

重
点
テ
ー
マ
③

重
点
テ
ー
マ
③
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成30年度

〈SJNK17 16970　2018.1.9 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成30年度

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

本
基補

償（
A
型
）

用
費
舞
見

補
付

償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

　

　
　
　
　

と

　　
　
　
　
　
　

す
で

。

　
　
　
　
　

実
充

た
し

償
補

料
険
保
な
安
割

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17293 2018.1.12作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

◆ 30年度新設 クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）

新設

お気軽に県社協へ
ご連絡ください!
お気軽に県社協へ
ご連絡ください!

地域福祉部
TEL 026-226-1882　　民児連 026-225-1613

地域福祉、ボランティア等について

事務局長　　　会長　　　常務理事
原　佳正　　腰原愛正　　青柳郁生

県社協一丸となって地域共生社会の実現
に取り組みます。

相談事業部
TEL 026-226-2035・2036　（総合相談）026-226-0110

くらしに関わる総合相談について

総務企画部
TEL 026-228-4244　（共済）026-226-4126

社会福祉法人の運営や公益事業について

生活就労支援センター（まいさぽ）
佐久、大町、飯山、下伊那、東筑、上伊那、諏訪、木曽、信州長野

本部TEL 026-226-2035

生活や就労などでお困りの方

福祉人材部
人材 026-226-7330　公表 026-217-2648

保育士人材バンク 026-217-7787　研修 026-227-5208
ケアマネ試験・研修　026-226-2000

福祉のお仕事や研修について

平成30年度県社協相談窓口＆スタッフをご紹介します
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成30年度

〈SJNK17 16970　2018.1.9 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成30年度

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

本
基補

償（
A
型
）

用
費
舞
見

補
付

償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

　

　
　
　
　

と

　　
　
　
　
　
　

す
で

。

　
　
　
　
　

実
充

た
し

償
補

料
険
保
な
安
割

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17293 2018.1.12作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

◆ 30年度新設 クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）

新設

お気軽に県社協へ
ご連絡ください!
お気軽に県社協へ
ご連絡ください!

地域福祉部
TEL 026-226-1882　　民児連 026-225-1613

地域福祉、ボランティア等について

事務局長　　　会長　　　常務理事
原　佳正　　腰原愛正　　青柳郁生

県社協一丸となって地域共生社会の実現
に取り組みます。

相談事業部
TEL 026-226-2035・2036　（総合相談）026-226-0110

くらしに関わる総合相談について

総務企画部
TEL 026-228-4244　（共済）026-226-4126

社会福祉法人の運営や公益事業について

生活就労支援センター（まいさぽ）
佐久、大町、飯山、下伊那、東筑、上伊那、諏訪、木曽、信州長野

本部TEL 026-226-2035

生活や就労などでお困りの方

福祉人材部
人材 026-226-7330　公表 026-217-2648

保育士人材バンク 026-217-7787　研修 026-227-5208
ケアマネ試験・研修　026-226-2000

福祉のお仕事や研修について

平成30年度県社協相談窓口＆スタッフをご紹介します
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　全国の子育てに励むパパ・ママを、地域で支え合う仕
組みが、長野県内にも広まっています。
　「子育てシェア」というインターネットを活用した仕組
みで、パパ・ママ友達や信頼できる顔見知りとつながっ
て、子どもの送迎や託児を助け合う、株式会社AsMama
が2013年から無償で提供しているサービスです。
　「子育てシェア」では、顔見知りの登録者同士がつな
がり、困ったときに託児や送迎をスマホアプリをつかって
お願いします。もちろん万が一の保険も完備されていま
す。
　人と人が安心してつながるための工夫や、気兼ねなく頼り合うためのお礼ルール（1時間500円～）の設定、支援
を依頼する時には一斉送信できるなど、子育て世代が活用しやすい仕掛けが様々です。
　また、AsMamaでは「子育てシェア」の普及とともに、地域の頼り合い子育てを支えるコミュニティリーダーとな
る、認定共助サポーター「ママサポ」の発掘・育成を全国で進めています。
　託児や交流会開催のための研修を受けて認定されたママサポは、地域のお世話役として託児や送迎の積極的
な支援はもちろん、地域交流会を開催して利用者に出会いの機会を提供し、子どもの送迎や託児を「知っている
人に」安心してお願いできるよう、丁寧な関係づくりをしています。この関係づくりは、子どもが様々な人と関わる良
い機会にもなっています。
　長野県内でも、2014年に第1号のママサポが誕生して以来、リモートワークで働く長野在住の事務局スタッフも
誕生。地域交流会や子育て応援フェアを開催して利用登録者やママサポを増やしてきました。現在も、長野市、茅
野市のママサポメンバーを中心に、その地域にあった子育てシェアスタイルを模索中です。長野市内では、地域の
ママサポ増員を目的とした交流会（6～8月）や、託児体験ができるイベント（9月）も計画しています。
　「ちょっとお願い!」と言い合える、昔ながらのご近所の助け合いにネットやスマホをプラスしたシェアサービス
を活用し、誰もが育児も仕事もやりたいこともあきらめることなく自己実現できる社会をめざし、活動中です。

地域はもちろん、学校でも、会社でも、生活の中に当たり前にボランティアやボラン
タリーな精神が息づく、そんな社会をめざし、ボランティア全国フォーラム軽井沢
2018で参加者の皆さんと想いを共有し、ともに考え、全国に発信していきましょう。
皆さんのご参加をお待ちしています!

アズママのママサポーターと県社協の企画。
長野県内での活動の様子や全国での工夫な
どをお伝えするとともに、参加者の皆さんと
「頼り合い」について考えます。

～ご近所の頼り合い現代版!「子育てシェア」～

AsMama（アズママ）　ママサポチーム長野

誰もが気軽に頼り合える
社会をめざして
誰もが気軽に頼り合える
社会をめざして

頼り合いを文化に
～アズママの挑戦から学ぼう～

平成30年11月3日（土）～4日（日）に
軽井沢大賀ホールをメイン会場に開催!!!

ボランティア
全国フォーラム
軽井沢2018

ボランティア全国フォーラム軽井沢2018
facebook / https://www.facebook.com/karuizawa2018/
ホームページ / http://www.karuizawashakyo.com/

ママサポ主催の地域交流会の様子

おら
ほの

おら
ほの

縁パワー活動!縁パワー活動!

分科会PR
vol.1

フォーラムの準備状況や参加などについての詳細はコチラ
ホームページfacebook

あ
ん
し
ん
創
造
ね
っ
と

ご
相
談
窓
口

長
野
県
内
社
協
公
益
事
業

　あんしん創造ねっとは、あらゆる生活課題を受け止める総合相談・生活支援の充実を目指す県内
社協による公益事業です。様 な々困難を抱えながらも自立に向けて歩み始める方々に、新たな支え合
いによる「あんしん支援」をお届けするため、支援に必要な資源づくりに取り組みます。

構成：長野県社会福祉協議会及び趣旨に賛同する県内市町村社会福祉協議会
目的：既存の制度やサービスでは対応できない福祉ニーズの解決のための事業を企画・実施します。
方法：加入社協の協議により事業を企画し、財源を出し合って実施します。

賃貸住宅の入居に関する利用保証契約及び債
務保証契約により、住居確保と生活を支援し、
将来的には本事業を利用することなく自立し
た生活ができるようになることを目指します。

入居保証事業入居保証事業

あんしん創造ねっとの
新しい支援事業をご活用ください。
あんしん創造ねっとの
新しい支援事業をご活用ください。

長野県内社協公益事業

アパート
の入居や

更新で困
っている

方はアパート
の入居や

更新で困
っている

方は
乳幼児がいる世帯に対して必要な場合に緊急
で乳児用のミルクをお届けします。
また、「まいさぽ」にご相談いただくと、必要な
場合に子どものおやつなどの食糧支援を行う
準備があります。

ミルク等支援事業ミルク等支援事業

子どもの
ミルクや

おやつに
困った時

は子どもの
ミルクや

おやつに
困った時

は

利用者の自立生活に向けた就労定着を支援す
るために、その方の就労時に必要な身元保証を
補うための損害補償及び就労期間中の見守り
を行います。

身元保証事業身元保証事業

お仕事を
探すのに

不安のあ
る方はお仕事を
探すのに

不安のあ
る方は

生活に困っている方、賃貸住宅の保証人で困って
いる方の支援をするため、次のようなサービスを
始めました。まずはお近くの「まいさぽ」にお気軽
にご相談ください。

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

まいさぽの支援で就職が決まりましたが、単身で
身元保証人が確保できずにいました。
この事業の利用により、就職先の理解も得ら
れ、新しい職場での就労をスタートすることがで
きました。

病気により就労継続が困難となり、自宅を手放し
住居確保給付金の支給があることを理由にアパ
ートに入居することができました。しかし、保証
人が確保できず、住居確保給付金の終了ととも
に退去を迫られましたが、すみやかにこの事業の
利用につながり、引き続きアパートに入居しなが
ら新たな仕事をがんばっています。

勤務先の社長が保証人となりアパートに入居し
ていましたが体調を崩し、退職することに伴い退
去を求められました。新たな保証人を立てること
ができず困っていましたが、この事業の利用によ
り、引き続き入居できるようになりました。

県社協情報局

あんしん創造ねっと事務局：長野県社会福祉協議会　TEL 026-228-4244

構成
目的
方法
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　全国の子育てに励むパパ・ママを、地域で支え合う仕
組みが、長野県内にも広まっています。
　「子育てシェア」というインターネットを活用した仕組
みで、パパ・ママ友達や信頼できる顔見知りとつながっ
て、子どもの送迎や託児を助け合う、株式会社AsMama
が2013年から無償で提供しているサービスです。
　「子育てシェア」では、顔見知りの登録者同士がつな
がり、困ったときに託児や送迎をスマホアプリをつかって
お願いします。もちろん万が一の保険も完備されていま
す。
　人と人が安心してつながるための工夫や、気兼ねなく頼り合うためのお礼ルール（1時間500円～）の設定、支援
を依頼する時には一斉送信できるなど、子育て世代が活用しやすい仕掛けが様々です。
　また、AsMamaでは「子育てシェア」の普及とともに、地域の頼り合い子育てを支えるコミュニティリーダーとな
る、認定共助サポーター「ママサポ」の発掘・育成を全国で進めています。
　託児や交流会開催のための研修を受けて認定されたママサポは、地域のお世話役として託児や送迎の積極的
な支援はもちろん、地域交流会を開催して利用者に出会いの機会を提供し、子どもの送迎や託児を「知っている
人に」安心してお願いできるよう、丁寧な関係づくりをしています。この関係づくりは、子どもが様々な人と関わる良
い機会にもなっています。
　長野県内でも、2014年に第1号のママサポが誕生して以来、リモートワークで働く長野在住の事務局スタッフも
誕生。地域交流会や子育て応援フェアを開催して利用登録者やママサポを増やしてきました。現在も、長野市、茅
野市のママサポメンバーを中心に、その地域にあった子育てシェアスタイルを模索中です。長野市内では、地域の
ママサポ増員を目的とした交流会（6～8月）や、託児体験ができるイベント（9月）も計画しています。
　「ちょっとお願い!」と言い合える、昔ながらのご近所の助け合いにネットやスマホをプラスしたシェアサービス
を活用し、誰もが育児も仕事もやりたいこともあきらめることなく自己実現できる社会をめざし、活動中です。

地域はもちろん、学校でも、会社でも、生活の中に当たり前にボランティアやボラン
タリーな精神が息づく、そんな社会をめざし、ボランティア全国フォーラム軽井沢
2018で参加者の皆さんと想いを共有し、ともに考え、全国に発信していきましょう。
皆さんのご参加をお待ちしています!

アズママのママサポーターと県社協の企画。
長野県内での活動の様子や全国での工夫な
どをお伝えするとともに、参加者の皆さんと
「頼り合い」について考えます。

～ご近所の頼り合い現代版!「子育てシェア」～

AsMama（アズママ）　ママサポチーム長野

誰もが気軽に頼り合える
社会をめざして
誰もが気軽に頼り合える
社会をめざして

頼り合いを文化に
～アズママの挑戦から学ぼう～

平成30年11月3日（土）～4日（日）に
軽井沢大賀ホールをメイン会場に開催!!!

ボランティア
全国フォーラム
軽井沢2018

ボランティア全国フォーラム軽井沢2018
facebook / https://www.facebook.com/karuizawa2018/
ホームページ / http://www.karuizawashakyo.com/

ママサポ主催の地域交流会の様子

おら
ほの

おら
ほの

縁パワー活動!縁パワー活動!

分科会PR
vol.1

フォーラムの準備状況や参加などについての詳細はコチラ
ホームページfacebook

あ
ん
し
ん
創
造
ね
っ
と

ご
相
談
窓
口

長
野
県
内
社
協
公
益
事
業

　あんしん創造ねっとは、あらゆる生活課題を受け止める総合相談・生活支援の充実を目指す県内
社協による公益事業です。様 な々困難を抱えながらも自立に向けて歩み始める方々に、新たな支え合
いによる「あんしん支援」をお届けするため、支援に必要な資源づくりに取り組みます。

構成：長野県社会福祉協議会及び趣旨に賛同する県内市町村社会福祉協議会
目的：既存の制度やサービスでは対応できない福祉ニーズの解決のための事業を企画・実施します。
方法：加入社協の協議により事業を企画し、財源を出し合って実施します。

賃貸住宅の入居に関する利用保証契約及び債
務保証契約により、住居確保と生活を支援し、
将来的には本事業を利用することなく自立し
た生活ができるようになることを目指します。

入居保証事業入居保証事業

あんしん創造ねっとの
新しい支援事業をご活用ください。
あんしん創造ねっとの
新しい支援事業をご活用ください。

長野県内社協公益事業

アパート
の入居や

更新で困
っている

方はアパート
の入居や

更新で困
っている

方は
乳幼児がいる世帯に対して必要な場合に緊急
で乳児用のミルクをお届けします。
また、「まいさぽ」にご相談いただくと、必要な
場合に子どものおやつなどの食糧支援を行う
準備があります。

ミルク等支援事業ミルク等支援事業

子どもの
ミルクや

おやつに
困った時

は子どもの
ミルクや

おやつに
困った時

は

利用者の自立生活に向けた就労定着を支援す
るために、その方の就労時に必要な身元保証を
補うための損害補償及び就労期間中の見守り
を行います。

身元保証事業身元保証事業

お仕事を
探すのに

不安のあ
る方はお仕事を
探すのに

不安のあ
る方は

生活に困っている方、賃貸住宅の保証人で困って
いる方の支援をするため、次のようなサービスを
始めました。まずはお近くの「まいさぽ」にお気軽
にご相談ください。

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

実例
紹介

まいさぽの支援で就職が決まりましたが、単身で
身元保証人が確保できずにいました。
この事業の利用により、就職先の理解も得ら
れ、新しい職場での就労をスタートすることがで
きました。

病気により就労継続が困難となり、自宅を手放し
住居確保給付金の支給があることを理由にアパ
ートに入居することができました。しかし、保証
人が確保できず、住居確保給付金の終了ととも
に退去を迫られましたが、すみやかにこの事業の
利用につながり、引き続きアパートに入居しなが
ら新たな仕事をがんばっています。

勤務先の社長が保証人となりアパートに入居し
ていましたが体調を崩し、退職することに伴い退
去を求められました。新たな保証人を立てること
ができず困っていましたが、この事業の利用によ
り、引き続き入居できるようになりました。

県社協情報局

あんしん創造ねっと事務局：長野県社会福祉協議会　TEL 026-228-4244

構成
目的
方法

7

昭和27年1月11日　第三種郵便物認可第755号　平成30年5月25日発行



アシストこまばは、佐久にある事業所です。ここに通って
くる皆さんは、クッキーやパン、また、受注作業を毎日一
生懸命に取り組み、楽しく過ごしています。
なかでもアシストクッキーは、そばを使ったクッキー・ラ
スク、えごま、りんごのクッキーまた、酒かすのクッキー
が中心で、そばのクッキーに関しましては、自分たちで作
ったそばでクッキーを作っている、という点が一押しで
す。又、各種イベント等の注文も随時しておりますので、
皆様ぜひお買い求めください。

いつも暖かく利用者やスタッフを見守
る堀川理事長と。

良い素材に付加価値をもたせ、より良
い製品を生み出している。

どれも手になじみ長く使える。新製品
の開発にも余念がない。

丁寧な関わり方には保育士の経験も
生きている。

公募展『信州ザワメキアート展2018』の入選作品。石田
さんが通う事業所の職員さんから『床アート』と応募さ
れてきた写真を見たときは、『え?これ作品?』と戸惑った
のだ。石田さんは時々何か想いついたと、近くにあるモ
ノをかき集めてきてそれらを並べ、想い浮かんだ情景を
表現するんだそうだ。これは『パンチ』とタイトルがつけ
られていた。誰かとケンカしちゃったことを表現している
のかな?　こんな行為も大事なアートとして受け止めてい
る支援者にも拍手を送りたい。

ながのアートミーティング取材

昭和27年１月11日第三種郵便物認可　第755号　2018年（平成30年）5月25日発行（毎月25日発行）
●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会　〒380-0928 長野市若里7-1-7　TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130　E-mail info@nsyakyo.or.jp　URL http://www.nsyakyo.or.jp/
●編集制作・印刷所／有限会社サンライズ　●購読料／１部30 円（本会会費に含む）

石田 真彦（いしだ　まさひこ）　27歳　伊那郡在住

webでも
ご覧になれます

今月の逸品

社会福祉法人 佐久学舎　
就労支援B型事業所　アシストこまば
長野県佐久市平賀4165-1　TEL&FAX 0267-62-6505

アシストクッキー

長野県社会福祉協議会
総務企画部 総務グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail soumu@nsyakyo.or.jp

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へお寄せください。

毎号福祉の現場に新しい
風を吹き込むスタッフをご紹介します。

特定非営利活動法人
まいぺーす

多機能事業所　もえぎ舎
（須坂市）

支援員 深沢亜希さん

・そばのスノーボール…300円
・そばラスク　　　…200円
・りんごクッキー　　…200円
・えごまクッキー　　…200円
・酒粕クッキー　　…200円

長野県
社会福祉協議会

福祉・
介護べんり帖

長野県福祉研修実施団体

きゃりあねっと

よっ！ 新風人

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

も
え
ぎ
舎
で
は
、革
製
品
を
中
心
に
独
自
の
商
品

開
発
、製
造
、販
売
を
行
い
、利
用
者
が
や
り

が
い
を
持
ち
、い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
場
所
に
し
よ

う
と
努
め
て
い
ま
す
。「
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
込
め
て
一つ
一

つ
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
作
品
か
ら
思
い
が

伝
わ
り
、年
々
上
達
さ
れ
る
姿
を
間
近
で
見
て
い
る
と

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
」ど
ん
な
人
も
包
み
込
む
よ

う
な
柔
ら
か
な
笑
顔
と
真
っ
直
ぐ
な
瞳
が
印
象
的
な

深
沢
亜
希
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ　

今
の
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ　

就
労
継
続
支
援
で
は
、革
製
品
の
製
造
を
利
用

者
さ
ん
と
行
い
ま
す
。ま
た
、生
活
介
護
で
は
、車
椅

子
の
方
と
個
別
作
業
を
し
た
り
、入
浴
等
の
介
助

を
し
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
状
況
が
異
な
る
の
で
、

そ
の
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

利
用
者
さ
ん
と
の
会
話
の
中
の「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ね
」や
、ふ
い
に
か
け
て
く
れ
る「
あ
り
が
と
う
」

が
嬉
し
い
で
す
。言
葉
が
出
な
く
て
も
、満
面
の
笑

顔
で
握
手
を
求
め
て
く
れ
る
方
も
い
て
、気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

Ｑ　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

日
々
勉
強
、日
々
感
謝
で
す
。自
分
な
り
に
捉
え
、

話
し
、関
わ
っ
て
み
て
、こ
れ
で
よ
い
か
問
い
返
す
。自

分
の
意
図
と
は
違
う
反
応
が
返
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、そ
れ
も
気
付
き
。日
々
利
用
者
さ
ん
か

ら
学
ぶ
の
が
楽
し
い
で
す
。

Ｑ　

福
祉
の
道
を
目
指
す
人
へ一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
場
だ

か
ら
こ
そ
の
気
付
き
や
学
び
、笑
顔
や
楽
し
さ
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。心
が
動
い
た
人
は
ぜ
ひ
一

歩
踏
み
出
し
て
見
学
や
職
場
体
験
に
参
加
し
て
ほ

し
い
で
す
。関
わ
っ
て
み
る
と
、感
じ
る
も
の
が
き
っ

と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

謙
虚
に
、そ
し
て
真
剣
に
、利
用
者
さ
ん
か
ら
学

び
、よ
り
良
い
支
援
を
し
た
い
と
い
う
深
沢
さ
ん
の
ひ

た
む
き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

保
育
士
か
ら
障
が
い
分
野
へ
!?
深
沢
さ
ん
が
悩
ん

だ
と
き
、勇
気
づ
け
ら
れ
た
理
事
長
の
言
葉
と
は
？

続
き
は
県
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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